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 地域づくり協議会「みよし」やんべぇかいでは、「こども同
士で遊ぶ場所と時間が少ない」「親同士で子育てについて話し
たい」「おじいちゃん、おばあちゃん世代と交流したい」そん
な思いをもとに、毎月第１・３水曜日の午後３時から５時まで、
みよし交流館（南房総市千代４番地）にて預け合いの活動『親
子でみよちゃん』『となりのみよちゃん』を開催しています。
子どもたちを遊ばせながら、パパママ、じじばばも子育てにつ
いてのあれこれや、いろいろ話をしませんか？ 
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日 時：2019年5月27日（月）18時30分集合 
            ※悪天候の場合は室内企画に変更します 
集 合：三芳農村環境改善センター玄関前 
    （各自、自動車でお越しください） 
定 員：４０名程度 ※要申込み 
参加費：３００円（資料・保険加入など） 
参加申込み：事務局 ☎３６－１１８５   
      （平日9時～17時） 
服 装：長袖・長ズボン・運動靴や長靴 
    ※サンダル不可 

 毎年たくさんの参加者が集まる恒例の企画です。 
ホタル博士による楽しいお話をきいてからホタル
を観賞します。 
※この催しはホタル狩りではありません 

三芳のホタルを見よう！ 

みよし探訪２９ 参加者募集 

 

５月８・22日（水）15時から 
  

 第１・３水曜日にみよし交流館で開催しているみ
よちゃん。５月は開催日が変更になり、第２・４水
曜日開催になります。 

開催日変更のお知らせ 

 ４月１３日(土)地域づくり協議会「みよし」の
資源班では、夢咲き通り花壇の草取りと三芳分庁
舎周辺の草刈りをしました。 
「利用者だけでなく立ち寄る人たち、通り過ぎる
人たちにも、環境美化でおもてなしをしたい」と
いう気持ちから、三芳分庁舎周辺を中心に花壇や
植込みの草取り、草刈りや樹木の剪定など、季節
に合わせた手入れをしています。 

※６月からは第１・３水曜日開催 

✿５月のみよちゃん✿ 

ホタルの幼虫観察の様子 



     地域づくり協議会「みよし」の活動紹介

チーム夢楽人（むらびと） やんべぇかい 

資源班 みよし交流館 

 チーム夢楽人は「三芳を元気にしたい！盛り上げ
たい!!」との想いで活動しているグループです。 
 平成31年度も恒例となった【まほろば夢楽まつ
り】を企画しています。皆さんが元気になり、来場
した子どもたちから「楽しかった」と言ってもらえ
る記念のお祭になるよう、楽しい催しを検討してい
ます。 

 やんべぇかいは第１・３水曜日の放課後に幼稚園
児から小学生までを対象に子どもたちの交流の場と
して【となりのみよちゃん】と【親子でみよちゃ
ん】を開催しています。みよし交流館を会場に、子
ども同士の交流、世代間交流、地域間交流をテーマ
に活動しています。 
 また、高齢者の介護予防として社協とボランティ
アが運営する「お達者サロン」と【みよちゃん】を
同時開催しています。 

 資源班は歴史や文化、環境など、三芳の資源を
テーマに活動しているグループです。 
 三芳分庁舎や農村センター、夢咲き通りの植え込
みなどの整備行っています。 
 また、平成３０年度の【みよし探訪】では三芳の
頼朝伝説の地を巡り、早春の大日山に登り増間の御
神的神事を見学しました。 
 平成３１年度も同様に、地域の皆さんの知恵を借
りながら、食や交流など新たな魅力にもスポットを
当て、学びの企画づくりをしていきます。 

 旧滝田公民館を借り受け、平成24年4月から管理・
運営しています。施設の運営費や管理費は会員や利用
者の協力から遣り繰りしています。 三芳や南房総を
中心にたくさんの人が交流できる場となれるよう『み
よし交流館』と名付け、今では年間延べ7千人超が利用
する交流の場となっています。 
 みよし交流館では、『みよちゃん』が開催されてい
るほか『みよかん祭』で楽しい交流が広がっています。 
 また子育てママグループや健康増進サークルなどが
活動の場として多く利用し、交流の場となっています。 

 地域づくり協議会「みよし」は、課題解決型の市民グループで、手作りプロジェクト、準備委員会を経て、
平成23年４月24日に設立しました。 
 現在、4４名の会員が『みつけよう よき人の和と しぜんの恵み』をスローガンに、３つのグループでそ
れぞれ課題解決のための地域づくり活動を行なっています。 
 また、平成24年４月より旧滝田公民館を『みよし交流館』と名付けて管理を行っています。施設利用者の
利便性向上のため、会員が少しずつ整備しながら運営しており、三芳内外の多くの人が利用する交流の拠点に
なっています。 


